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同闘士fヒ軍情嗣究臨市は‘口町、/ーン，.宜" 字情研究埴

畳則骨ない桂色町実現にむげて司茜岨Rで「λ恒』壷 区)から"る"世紀酌酎都市です.豊かな白性と'tftを背
予 マに闘圃ιます.，わl< 1.市極所社全量育園へ、 置に人と地雄町未来，創造する斬 Lいまちが*まれます.
【定 員1畠自'00人

奈良市地摘も"蝿車.元計画 音中uとする、'/-C/に股定，
I畳揖輯1園料
，oc込み1草書，直措会場へ れてお旬、市民同み岳さんに宇膏畠百fについてより理解昔

層的てもらおうと実施Lます.• • 企 き "ち • 銅 • • 日 時 11)123 日幽午輔9時宇・‘午惜4時

圃・同岨軸薗敏師宵め講

.盲唖問 中央公民圃Z冊目ピー

明.
11)11711剛 附 「子どもたち民菖 踊合同圃 午前官時 (時間眠、:rJ
守"・-，崎 押.圃中正..ん

ぐもの

内 四 @午前町都高山サイエ J スプラザ研俸童， .

柑制.<開同情開融叫

揖槽「生iUt宵，.商都市」掛幸良先靖科宇

日月1711岬 闘 "正.. ゥめ直 f査捕』に宇院大学支揖酎団尊務理事町晴間判定
. ，・

年横E陶 F 副 4陶 公民. Lて」 ;きん 笹〉午佐円都(高山咋イエ"7. -;fラザ
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抱)・ 現地学習(施腔見学).受け入"党再

咽圃同.宵曹 rh~ .， t まに、 人世田畑幅上..過措定します.
1I!I耳H出 •• ず晶子印鑑どにも』たちのA六'‘ ，石E・金事..，住 定 員成人l帥人午・2崎-.崎 n・ 且寧" 融情宜か争F 副 そ の個 量貴は梓"'で〈ださい.

1 玉置市立買哩
申し込み 住f置はがきに粧車名，住所司 J~r.咽牢薗咽置

刷帽
"月，.日同 公民酋 聞申竿中枝陣段踊 Fみ4担」c，惜の 首番号，ーいて11111S日までに，着で中喪公

年a・7崎町'崎
摘畑帽

田植 .， ~.，に
民舶 (守".上三条町V-4 n留刷00)へe は

ん
がき，.に'^阻町，事い場合は措置，

UL-""-"" 114 
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